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こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
助
成
対
象
年
齢

を
拡
大
し
ま
す

助
成
対
象
／
富
士
市
に
住
民
登
録
の
あ
る

　

18
歳（
18
歳
到
達
後
最
初
の
3
月
31
日
）

　

ま
で
の
子
ど
も

助
成
開
始
時
期
／
10
月
1
日
（
9
月
30
日

　

以
前
の
診
療
は
助
成
対
象
外
で
す
）

手
続
方
法
／
制
度
改
正
に
よ
り
新
た
に
助

成
の
対
象
に
な
る
子
ど
も
の
い
る
家
庭

は
、
「
こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
交
付

申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
こ

ど
も
家
庭
課
へ

※
申
請
書
は
、
富
士
市
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
平
成
12
年
4
月
2
日
〜
平
成
15
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
の
い
る
家

庭
に
の
み
送
付
し
ま
す
。

　
進
学
で
子
ど
も
の
み
が
市
外
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る
な
ど
の
場
合
も
対
象
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
申
請
書
が
届
か

な
い
場
合
で
も
、
子
ど
も
が
助
成
対
象
と

思
わ
れ
る
場
合
は
、
こ
ど
も
家
庭
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
10
月
1
日
か
ら
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

助
成
対
象
年
齢
を
、
現
行
の
15
歳
か
ら
18
歳
到
達

後
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。
新
た

に
対
象
に
な
る
子
ど
も
の
い
る
家
庭
に
は
、
6
月
下
旬
に

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、

手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
こ
ど
も
家
庭
課
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助成対象年齢と自己負担金（10月1日以降）
通　院 入　院

対
象
年
齢

0 ～18歳
（18歳到達後最初の 3月31日まで）

自
己
負
担
金

1 回　500円
※500円に満たない場合はそ
　の額。1か月につき 4回目
　まで自己負担。5回目以降
　は自己負担金なし。

自己負担金なし
（食事療養標準負担額も助成）

　処方箋の交付により薬局で薬を購入した場合、薬局での
自己負担金はありません。

要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す

要
介
護
認
定
の
有
効
期
間

　

認
定
の
有
効
期
間
は
、
介
護
認
定
審
査
会
に

お
い
て
、
申
請
者
一
人
一
人
の
状
況
や
申
請
区

分
に
合
わ
せ
て
設
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
30
年
4

月
1
日
以
降
に
提
出
さ
れ
た
更
新
申
請
か
ら
、

認
定
の
有
効
期
間
の
上
限
が
、
最
大
36
か
月
ま

で
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
有
効
期
間
満
了
前
で
あ
っ
て
も
、
病

気
や
ケ
ガ
な
ど
に
よ
り
心
身
の
状
態
が
悪
化
し

た
場
合
や
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
に
よ
り
改
善
し
た

場
合
に
は
、
要
介
護
度
を
見
直
す
た
め
の
区
分

変
更
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
要
介
護
度
に
よ
り
サ
ー
ビ

ス
の
上
限
が
あ
り
、
支
給
限
度
額
や
利
用
料
が

異
な
り
ま
す
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
も
要
介
護
度
に

よ
り
、
利
用
料
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
適
正
な
要
介
護
度
の
認
定
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
と
相
談
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
区
分

変
更
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

要
介
護
認
定
の
申
請

　

新
た
に
介
護
や
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
、
申
請
し
た
日
か
ら
暫
定
で
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。
入
院
中
で
、
退

院
後
に
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
検
討
し
て
い
る
人

は
、
退
院
の
め
ど
が
立
っ
た
と
き
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
転
院
す
る
予
定
が
あ
る

人
は
、
転
院
後
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
課
や

病
院
の
相
談
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法
や
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
介

　

護
保
険
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
介
護
保
険
課
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要介護認定の原因疾患（平成28年度介護保険主治医意見書より）
1　位 2　位 3　位

男
性

悪性新生物
151人（17.7％）

認知症
144人（16.7％）

脳血管疾患
142人（16.6％）

女
性

認知症
237人（18.8％）

骨折・転倒
219人（17.4％）

関節疾患
185人（14.7％）

〈要介護認定が必要になった疾患について〉
　平成28年度に、65歳以上で新規申請をした人は、2,115
人（男性854人、女性1,261人）でした。男女とも75歳以
上の申請が多くなっています。
　健康診断（がん検診や特定健診など）を受け、健康管理
をしましょう。また、女性は骨粗しょう症の人が多いので、
転倒に気をつけましょう。


